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人権啓発コーナー

　
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り
、
各
地

区
の
公
民
館
で
は
高
齢
者
を
対
象
に

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
生
涯
学
習
課
で
は
そ
の
機

会
を
利
用
し
て
、
11
月
ま
で
に
北
鹿

野
、
西
野
津
、
反
甫
、
栫
、
北
川
、

有
佐
、
新
田
、
西
上
宮
で
人
権
に
つ

い
て
の
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
１
時
間
程
度
で
、
は
じ
め

に
全
員
で
手
遊
び
や
お
手
玉
な
ど
を

楽
し
み
、
そ
の
後
「
多
様
性
と
障
が

い
者
理
解
」
「
思
い
や
り
の
言
葉
や

行
動
」
「
人
権
の
重
要
課
題
」
に
つ

い
て
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
に
は
、
90
代
の
方
も
元
気
に
参

加
さ
れ
て
い
て
、
話
も
最
後
ま
で
聞

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
に

参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
仲
が
良

く
、
お
互
い
を
大
切
に
さ
れ
て
お
り
、

私
の
方
が
元
気
を
い
た
だ
い
て
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
氷
川
町
の
町
民
憲
章
に
は
「
人
が

尊
重
さ
れ
、
生
き
が
い
が
感
じ
ら
れ

る
あ
た
た
か
い
町
」
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
人
権
に
つ
い
て
、
講
演
会

や
研
修
会
な
ど

で
積
極
的
に
学

び
、
み
ん
な
が

幸
せ
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町

に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

生きがいを感じられるあたたかい町

毎月11日は人権を確かめあう日です

人権に関する動画を放映します。
皆さんの参加をお待ちしています。

み
ん
な
が
幸
せ
に

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に

■ テーマ 「家族で考えるハンセン病」
■ 日 時　1月10日(金) 13時30分
■ 場 所　氷川町文化センター ロビー

新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞ、よろしくお願いいたします。
今年も皆様の読書生活がより豊かになるようお手伝いしていきたいと思います。
たくさんのご利用をお待ちしています。

地本問屋にこの人ありと謳われた丸屋小兵衛
だったが、家運が傾き年も取り、ついに店を畳
むことに。そんな小兵衛を1人の若い男が訪ね
てきた。その男こそ、吉原の地本問屋蔦屋重三
郎だった。江戸の出版プロデューサーの波瀾万
丈の人生を描く、傑作歴史小説。

『蔦屋』　谷津  矢車

千両みかん ／	もとした	いづみ
ランちゃんとふしぎなかがみ ／ 長澤	星
しろいねこリリー ／ くさの	たき
いのちをまもる図鑑 ／ 滝乃	みわこ

青姫 ／ 朝井	まかて
愛しさに気づかぬうちに ／ 川口	俊和
婚活マエストロ ／ 宮島	未奈
あの世に持っていけるのは「思い出」だけ ／ 平田	進也

1月生まれの作家

☎0965-62-3489

一般書

児童書

八火図書館だより

人が尊重され、

問　生涯学習課　☎0965-52-5860

広島県出身の小説家。第6回本屋大賞を受賞
した『告白』など数々のヒット作があります。ミ
ステリー小説では「イヤミスの女王」という呼び
名で知られていますが、登山が趣味で『山女日
記』のような自然を舞台にした作品もあります。

新
着
図
書
紹
介

若い人に贈る読書のすすめ 
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おすすめ図書

成人式・卒業式など新しい一歩を踏み出す
若い人たちに読んでもらいたいおすすめの
本を紹介しています。

火
乃
介
と
い
ふ
名
の
猫
と
暮
し
を
り

歳
々
年
々
空
同
じ
か
ら
ず

　
　
　
　
　

 　

北
野
津　

井
田　

道
寛

柿
の
葉
の
少
し
色
ず
き
デ
ィ
ー
の
窓

師
は
若
く
し
て
声
は
大
き
い

　
　
　
　
　

 　

西
野
津　

古
崎　

ス
エ
ノ

さ
わ
さ
わ
と
水
音
た
て
て
菜
を
洗
ふ

青
葉
左
右
に
泳
が
せ
る

　
　
　
　
　

 　

西
野
津　

古
崎　

栄
子

新
年
を
賀
し
卒
寿
に
感
謝
す
る

令
和
七
年
の
新
春
か
な

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

廣
瀬　

小
亀

御
馳
走
に
負
け
ぬ
笑
顔
の
バ
ー
ス
デ
ー

九
十
三
才
「
は
い
ポ
ー
ズ
」
‼

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

廣
松　

真
実
子

た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
の
や
う
な
日ひ

な

た向
か
な

　
　
　
　
　

 　

北
野
津　

井
田　

道
寛

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
続
く
畑
に
秋
入
り
日

　
　
　
　
　

 　

西
野
津　

古
崎　

ス
エ
ノ

ふ
と
気
づ
き
山
茶
花
の
落
花
朝
時
雨

　
　
　
　
　

 　

西
野
津　

古
崎　

栄
子

苗
物
買
い
を
ス
マ
ホ
の
ラ
イ
ン
で
孫
に
相
談

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

廣
瀬　

小
亀

届
き
た
る
ゴ
ー
ヤ
に
レ
シ
ピ
結
び
あ
り

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

廣
松　

真
実
子

朝
が
来
る
古
墳
の
丘
を
越
え
て
く
る

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

山
下　

環

投稿先  〒869-4814　氷川町島地642番地　企画財政課宛（毎月5日必着）町民文芸

短
　
歌

俳
　
句

こ家センの

子育てLabo
なぜ体罰などをしてはいけないのか

今月のトピック

こども家庭センターのスタッフが子育てについての情報を発信していきます！

〇 氷川町こども家庭センター ☎0965-62-3456
　（月～金曜	8時30分～17時15分）
〇 子育て支援センター　
　（月～金曜	9時～16時）

 

『
金
閣
寺
燃
ゆ
る
』　

　
　

三
島
由
紀
夫
「
金
閣
寺
」
か
ら　

そ
の
２

法
道
寺　

本
田　

花
風

　

だ
か
ら
こ
そ
、
三
島
は
万
巻
の
書
を
読
み
、

卓
越
し
た
知
性
を
駆
使
し
「
言
葉
で
構
築
さ
れ

た
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
代
替
物
」
を
作
り
出
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
内
海
の
分
析
で
あ
る
。

　

金
閣
寺
が
放
火
さ
れ
焼
失
し
た
の
は
１
９
５

０
年
７
月
。
金
箔
を
貼
っ
て
復
元
、
再
興
さ
れ

た
の
は
１
９
５
５
年
１
０
月
。
そ
し
て
、
三
島

が
雑
誌
「
新
潮
」
で
『
金
閣
寺
』
の
連
載
を
始

め
た
の
は
、
翌
年
の
一
月
。
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
書
き
始
め
て
い
る
。
こ
れ
が
連
載
小
説
だ

っ
た
の
が
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
の
よ
う
に
日
々
を
起
承
転
結
、
視
聴
者
を

楽
し
ま
せ
る
仕
組
み
は
連
続
ド
ラ
マ
の
お
手
本

の
よ
う
に
第
一
章
か
ら
十
章
ま
で
書
か
れ
て
い

る
。

　

三
島
の
代
表
作
で
あ
る
と
と
も
に
日
本
文
学

を
代
表
す
る
傑
作
の
一
つ
で
、
海
外
で
も
評
価

が
高
い
作
品
で
あ
る
。
三
島
、
三
十
一
才
ま
さ

に
鬼
才
で
あ
る
。
ぼ
ー
っ
と
人
生
を
歩
い
て
き

た
朴
念
仁
が
『
金
閣
寺
』
に
挑
戦
す
る
羽
目
に

な
っ
た
の
は
、
「
金
閣
を
焼
か
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
」
が
発
表
さ
れ
そ
れ
に
出
く
わ
し
た
こ
と
か

ら
、
三
島
と
内
海
と
を
共
に
見
出
そ
う
と
難
解

ご
と
に
挑
む
こ
と
に
な
っ
た
し
だ
い
で
あ
る
。

　

事
件
は
１
９
５
０
年
７
月
２
日
の
未
明
、
鹿ろ

く

苑お

ん

じ寺
か
ら
出
火
し
国
宝
の
舎
利
殿
（
金
閣
）
が

全
焼
、
文
化
財
６
点
も
焼
失
し
た
。
こ
の
書
の
、

二
人
の
男
の
心
が
織
り
な
す
物
語
を
ど
う
捉
え

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
？

　

そ
の
一
人
は
そ
の
名
を
林
養
賢
と
い
い
、
二

十
一
歳
の
お
り
金
閣
に
火
を
放
つ
青
年
僧
、
も

う
一
人
は
、
作
品
「
金
閣
寺
」
を
発
表
し
た
三

島
由
紀
夫
で
あ
る
。
林
養
賢
に
つ
い
て
は
、
生

い
立
ち
か
ら
事
件
の
事
実
を
、
本
書
は
詳
ら
か

に
解
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
を
探
り
つ
つ
、

こ
こ
で
は
三
島
と
作
品
『
金
閣
寺
』
と
、
三
島

の
人
物
論
を
深
堀
し
、
内
海
の
内
省
を
垣
間
見

る
こ
と
に
す
る
。

　近年の脳画像研究により、こども時代につらい体験を
した人は、脳にさまざまな変化が生じていることが報告
されています。
　幼児期の体罰によって、こどもから親への信頼や愛情
が損なわれたり、うつ・著しい不安・多動など精神的な
問題を持ったりすることがあります。周りの人を傷つけ
る行動が増えたり、感情的にキレやすく攻撃性が強くな
ったりすることもあります。その影響は幼児期だけにと
どまらず、成人になってからも続く可能性があります。

体罰・暴言はこどもの脳を傷つけます

6
年
生
が
授
業
で

　
　
　
俳
句
を
作
り
ま
し
た

秋
行
く
日
い
に
し
え
の
墓
古
墳
か
な

　

竜
北
西
部
小　

押
方　

煌
雅
（
中
網
道
）

虐待で傷つく脳

暴言で聴覚野が
変形（言語・コミ
ュニケーション
に影響）

厳しい体罰で前頭
前野が萎縮（感情
・思考に影響）

子育てに悩みはつきもの

　こどもが泣き止まなかったり、かんしゃくがひどいと
イライラしたり、つい怒鳴ってみたり・・・子育てを頑張
るのはとても大変なことです。落ち着いているときに、
子育て支援センターなど、こどもを連れて出かけられる
場所に出かけてみるのも1つの方法です。
　子育ての不安などを話すことで気分転換になり、気に
なることなどを気軽に相談できる関係ができるかもし
れません。気持ちをため込まないで、いつでもご相談く
ださい。

参考：厚生労働省「子どもを健やかに育むために～愛の鞭ゼロ作戦～」

湊 かなえ　（昭和48年1月19日～）
 1月からの特設コーナー

広報ひかわ 2025年 1月号21 Hikawa Town Public Relations 20




